
小
・
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事

及
び
体
育
館
の
照
明
器
具
の
落
下
防

止
対
策
に
つ
い
て

【
問
】
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
10

万
人
を
超
え
る
被
災
者
が
主
に
体
育

館
、
小
・
中
学
校
体
育
館
な
ど
の
第

２
次
避
難
場
所
を
利
用
し
た
。

　
足
立
区
は
耐
震
補
強
工
事
の
必
要

な
学
校
が
40
校
あ
り
、
体
育
館
に
お

い
て
は
照
明
器
具
の
落
下
防
止
等
の

点
検
も
必
要
で
あ
り
早
急
に
対
処
す

べ
き
で
あ
る
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
校
舎
の
補
強
工
事
は
、
平
成

20
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
更
に
、
校
舎
の
補
強
工
事
完
了
後
、

直
ち
に
体
育
館
の
補
強
工
事
に
着
手

し
、
照
明
器
具
の
落
下
防
止
に
つ
い

て
も
行
っ
て
い
く
。

震
災
時
の
介
護
事
業
者
と
の
協
定
に

つ
い
て

【
問
】
新
潟
県
中
越
地
震
は
、
介
護

保
険
制
度
開
始
後
初
め
て
の
大
き
な

地
震
で
あ
っ
た
。
要
介
護
者
の
多
く

の
情
報
は
、
介
護
事
業
者
に
集
中
し

て
お
り
、
安
否
確
認
な
ど
に
つ
い
て

は
、
介
護
事
業
者
や
訪
問
看
護
事
業

者
等
の
協
力
無
く
し
て
は
適
切
な
対

応
が
と
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
早
急
に
、
区
は
介
護
事
業
者
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
、
協
定
を
結
ぶ
べ
き
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

【
答
】
災
害
時
に
お
け
る
要
介
護
者

の
情
報
収
集
、
要
介
護
被
災
者
の
ケ

ア
な
ど
の
観
点
か
ら
、
介
護
事
業
者

と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

足
立
区
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡

協
議
会
と
災
害
時
の
協
定
を
結
べ
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

平
成
17
年
度
予
算
に
つ
い
て

【
問
】
区
財
政
は
、
財
政
指
標
の
改

善
は
み
ら
れ
る
が
、
財
源
は
都
区
財

調
と
補
助
金
頼
み
で
あ
り
、
基
金
の

17
年
度
当
初
予
算
残
高
も
底
を
つ
く

と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
平
成
17
年
度
予
算
は
、
区
民
生
活

を
下
支
え
す
る
生
活
重
視
の
予
算
と

す
べ
き
で
あ
る
。
16
年
度
予
算
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
安
心
と
明
る
い
未

来
を
育
む
予
算
」
で
あ
っ
た
が
、
平

成
17
年
度
当
初
予
算
は
、
ど
の
よ
う

な
内
容
の
予
算
編
成
を
思
案
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

【
答
】
平
成
17
年
度
当
初
予
算
に
つ

い
て
も
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
の
予

算
編
成
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
歳
出

の
乖
離
を
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り

補
て
ん
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

る
。
平
成
17
年
度
は
基
本
構
想
、
基

本
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
基
本
理
念

の
「
協
働
」
を
念
頭
に
置
き
、
魅
力

と
個
性
の
あ
る
美
し
い
生
活
都
市
、

自
立
し
支
え
あ
い
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
安
全
都
市
、
人
間
力
と
文
化
力
を

育
み
活
力
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
に
重

点
を
お
い
た
予
算
編
成
作
業
を
す
す

め
て
い
る
。

大
都
市
圏
で
の
墓
地
造
成
に
つ
い
て

【
問
】
大
都
市
圏
で
の
墓
地
造
成
に

つ
い
て
は
、
北
区
、
江
戸
川
区
等
は

都
市
整
備
要
綱
や
居
住
環
境
整
備
指

導
要
綱
の
中
に
、
墓
地
等
の
設
置
基

準
を
盛
り
込
ん
で
あ
り
、
条
例
化
の

動
き
も
あ
る
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
墓
地
経
営
、

管
理
の
指
針
に
基
づ
い
て
、
横
浜
市
、

千
葉
市
な
ど
で
は
、
許
可
に
関
す
る

条
例
の
提
案
又
は
策
定
を
し
て
い
る
。

足
立
区
と
し
て
も
要
綱
等
を
整
備
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
区
内
至
る
所
で
墓
地
造
成
計
画

が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
独

自
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
と
思
う
が
、

今
後
の
区
の
対
策
を
伺
う
。

【
答
】
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
に
墓

地
検
討
部
会
を
設
置
し
、
墓
地
条
例

の
制
定
の
可
否
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

区
営
公
園
型
霊
園
の
造
成
に
つ
い
て

【
問
】
様
々
な
問
題
を
抱
え
る
墓
地

造
成
だ
が
、
今
後
、
十
数
年
間
は
、

墓
地
の
需
要
は
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
が
定
か
で
は
な
い
。

　
数
年
前
に
区
営
斎
場
建
設
が
提
案

さ
れ
た
が
、
予
算
段
階
で
消
え
た
。

　
足
立
区
内
で
の
墓
地
乱
開
発
を
防

ぎ
、
区
民
誰
し
も
が
納
得
を
し
、
利

用
形
態
も
自
由
に
選
択
で
き
る
本
格

的
な
区
営
の
公
園
型
霊
園
の
造
成
と

納
骨
堂
の
建
設
に
つ
い
て
着
手
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
今
後
の
墓
地
や
納
骨
堂
の

需
要
動
向
、
区
の
財
政
状
況
等
を

鑑
み
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

警
察
と
学
校
と
の
相
互
連
絡
制
度
に

つ
い
て

【
問
】
児
童
、
生
徒
の
教
育
、
指
導

は
第
一
義
的
に
は
家
庭
と
学
校
現
場

に
あ
る
。
捜
査
権
の
な
い
、
い
ち
学

校
長
の
判
断
で
、
事
件
発
生
抑
止
の

た
め
と
は
い
え
警
察
に
通
報
す
る
こ

と
は
、学
校
教
育
現
場
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
確
た
る
証
拠
も
無
く
通
報
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
、
抑
止
の
た
め
の
通

報
判
断
と
事
件
発
生
の
責
任
を
学
校

長
に
一
方
的
に
押
し
付
け
る
こ
と
に

な
り
は
し
な
い
か
。

　
学
校
長
会
や
教
員
の
意
見
も
尊
重

し
、
慎
重
に
対
処
す
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

【
答
】
本
制
度
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
学
校
と
児
童
・
生
徒
の
信
頼
関

係
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
様
新

た
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
学

校
が
警
察
へ
情
報
を
提
供
す
る
際
に

は
、
教
育
委
員
会
の
同
意
を
求
め
る

と
と
も
に
、
書
面
で
の
報
告
を
義
務

付
け
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
で
、

適
正
な
運
用
を
図
っ
て
い
く
。

か
い 

り
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大
に
つ
い
て
は
、
港
区
や
台
東
区
な

ど
を
は
じ
め
、
23
区
内
に
お
い
て
様
々

な
施
策
の
拡
充
策
を
展
開
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
足
立
区
と
し
て
も
、

独
自
に
実
施
す
る
方
向
で
検
討
す
べ

き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
、
保

護
者
の
所
得
制
限
を
段
階
的
に
緩
和

し
、
平
成
16
年
４
月
か
ら
は
全
て
の

乳
幼
児
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
医
療
費
助
成
拡
大
に
つ
い
て
は
、

足
立
区
の
単
独
事
業
と
な
り
東
京
都

か
ら
の
補
助
金
が
見
込
め
な
い
こ
と

や
、
対
象
児
童
数
が
多
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
額
軽
減

措
置
事
業
に
つ
い
て
区
の
姿
勢
を
問
う

【
問
】
区
は
本
事
業
に
つ
い
て
「
国

や
都
の
動
向
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
」

と
の
姿
勢
だ
が
、
こ
の
制
度
は
都
の

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
実
施
さ
れ
’05

年
３
月
末
ま
で
の
期
限
付
き
の
事
業

で
あ
る
。
こ
の
度
、
都
は
’05
年
度
以

降
も
本
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
予

算
計
上
し
た
。「
都
の
予
算
成
立
を
待
っ

て
対
応
す
る
」
と
区
は
言
う
が
、
ま

ず
区
が
実
施
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示

す
こ
と
が
重
要
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
東
京
都
は
平
成
17
年
度
以
降

も
生
計
困
難
者
に
対
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
措
置
事
業
を

継
続
す
る
た
め
予
算
計
上
し
た
。
足

立
区
と
し
て
は
、
東
京
都
と
連
携
し

た
事
業
で
あ
る
の
で
、
東
京
都
の
動

向
に
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
の

抜
本
的
改
正
を
国
に
要
望
せ
よ

【
問
】
災
害
か
ら
復
興
は
、
何
よ
り

も
生
活
の
復
興
が
第
一
で
あ
り
、
住

宅
の
再
建
は
そ
の
要
で
あ
る
。
現
行

の
支
援
法
で
は
、
被
災
し
た
住
宅
の

解
体･

撤
去
に
対
し
て
は
助
成
さ
れ

る
が
、
新
築･

建
替
え
は
助
成
対
象

と
な
ら
な
い
。

　
新
築･

建
替
え
も
助
成
対
象
と
す

べ
く
、
同
法
の
抜
本
的
改
正
を
国
に

要
求
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
は
、

自
然
災
害
で
生
活
基
盤
に
著
し
い
被

害
を
受
け
た
世
帯
へ
の
支
援
金
の
支

給
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
都
道
府

県
が
拠
出
す
る
被
災
者
生
活
再
建
基

金
と
国
か
ら
の
補
助
金
が
原
資
で
あ

る
の
で
、
今
後
、
東
京
都
を
通
じ
て

支
給
の
拡
充
等
を
要
望
し
て
い
く
。

若
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
問
】
若
年
層
の
雇
用
情
勢
は
依
然

と
し
て
深
刻
な
状
況
で
あ
る
が
、「
若

者
自
立
挑
戦
プ
ラ
ン
」
に
代
表
さ
れ

る
小
泉
内
閣
が
す
す
め
る
施
策
は
、

主
に
若
者
の
側
の
問
題
を
改
善
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
雇
用
問
題
の

大
元
に
メ
ス
を
い
れ
て
い
な
い
。

　
一
方
で
、
若
者
の
就
業
対
策
は
「
地

域
行
政
が
主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
望
ま
し
い
」
と
の
国
の
機
関
の

報
告
も
あ
る
。
区
は
、
若
者
の
心
の

ケ
ア
で
の
医
療
機
関
と
の
協
力
、
学

校
等
の
教
育
現
場
、
同
じ
世
代
で
あ

る
若
者
の
代
表
な
ど
労
働
と
教
育
、

家
庭
、
社
会
に
関
わ
る
問
題
の
連
携

強
化
を
ど
の
様
に
図
る
の
か
。

【
答
】
連
携
に
つ
い
て
は
、
区
は
既

に
雇
用
促
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て

い
る
。
同
協
議
会
を
通
し
て
、
区
内

の
学
校
、
東
京
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
区
内
企
業
等
と
連
携
し
、
若
年

対
策
を
確
実
に
前
進
さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
庁
内
で
も
教
育
委
員
会
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
各
課
と
連
携
を

進
め
て
い
る
。

（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い

て
問
う

【
問
】
区
は
こ
れ
ま
で
「
環
境
整
備

指
導
要
綱
」
に
基
づ
い
て
、
開
発
事

業
者
に
事
業
計
画
に
つ
い
て
区
に
事

前
協
議
を
さ
せ
、
区
は
、
必
要
に
応

じ
て
勧
告
・
公
表
な
ど
の
措
置
を
行
っ

て
き
た
。
こ
の
開
発
の
手
続
き
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
部
分
と
考

え
る
。

　
環
境
整
備
指
導
要
綱
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
て
い
た
こ
の
手
続
き
は
是
非
、

（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
中
に

条
文
と
し
て
盛
り
込
む
べ
き
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

【
答
】
開
発
事
業
者
等
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
事
前
協
議
、
勧
告
、

公
表
等
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
条

例
で
定
め
る
予
定
で
あ
る
。

新
た
な
子
育
て
施
策
の
た
め
の
財
源

を
、
保
育
料
の
値
上
げ
に
求
め
る
な

【
問
】
’97
年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正

の
時
に
「
保
育
料
は
現
行
水
準
を
後

退
さ
せ
な
い
様
に
配
慮
し
、
ま
た
、

低
年
齢
時
及
び
中
間
層
に
充
分
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
保
育
費
用
に
対
す

る
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
な
い
こ
と
」

と
の
国
会
決
議
が
つ
け
ら
れ
た
。

　
足
立
区
で
は
、
前
回
の
保
育
料
の

値
上
げ
か
ら
わ
ず
か
４
年
し
か
た
っ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、

区
民
の
暮
ら
し
が
好
転
し
て
い
な
い

状
況
の
中
で
、
全
て
の
子
育
て
世
帯

を
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
子
育
て
施

策
を
展
開
す
る
た
め
の
財
源
を
、
保

育
料
の
値
上
げ
で
保
護
者
に
肩
代
わ

り
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

【
答
】
保
育
料
は
、
在
宅
子
育
て
家

庭
と
の
負
担
の
あ
り
方
が
適
正
で
な

い
現
状
を
、
適
正
な
方
向
に
転
換
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
今
後
は
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、

「
保
育
内
容
の
充
実
」「
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
を
図
り
、
全

て
の
子
育
て
世
帯
が
公
平
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
様
に
努
力
し

て
い
く
。
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